

















































































平地 1地形 山地 (I.Li麓・丘陵台地)
低平地2
( 湿地)
生業: 移動，焼畑，雑穀 定住，水稲作 定住，水稲作


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































14) 牧野巽「中国の移住伝説J W中国の移住伝説 広東
現住民族考』牧野巽著作集第五巻，御茶の水書房，
1985年. 262頁。
15) 片山前掲「“広東人"誕生・成立史の謎をめぐって」
5頁。
16) 本伝説のパージョンは多いが，細部を除いた骨格
はほぼ同じである。なお，牧野巽氏が別バージョンの
部分訳を行っている(牧野前掲『中国の移住伝説』
56-60頁)。
17) ，ある事件」については，その詳細をここでは省略
するが，次のような荒唐無稽な内容である。すなわち，
一人の妃が皇帝の宮中から逃亡して南雄に隠れ住んで、
いた。これを知った臣下は，この妃を亡き者とするた
めに，妃とともに南雄の人々を賊として鎮圧しようと
した。そこで珠磯巷の人々は急いで南雄から移住した，
とO
18) 大良都は清代の順徳県大良壁を指すと考えられる O
19) この点は，片山前掲「“広東人"誕生・成立史の謎
をめぐって」では指摘できなかった。
20) 牧野氏は「土民」を唐代の「土人」の末育と考えて
いる(牧野前掲「中国の移住伝説~ 259頁)。①~④の
うち，②の設定は，後段で指摘する意味を付与されて
いるので除くとして，①先住者，③斉民，④漢族風の
姓，以上の3件は「土人」の特徴に合致しているので，
牧野氏のように，土民J='土人」の末商と考えてよい
であろう。
21) 納税義務の条文を含む，嘉正帝が作った聖諭広訓
を掲載するものが多い。
22) 片山前掲「“広東人"誕生・成立史の謎をめぐってJo
23) 後述する漢族西方起源説も同様で=ある。
24) この伝説を，王朝=官憲側が作ったのか，民間側が
イ乍ったのかは今後の課題である。
25) 履歴の仮構については，片山剛「明代珠江デルタの
宗族・族譜・戸籍 ー宗族をめぐる言説と史実 」
井上徹・遠藤隆俊編『宋 明宗族の研究』汲古書院，
2005年，参照。香山県の徐氏の北嶺系や「十排」が参
考になる。
26) なお，民国以後は漢族ナショナリズムを抑制する
必要から，中華民族ナショナリズムに転化する。
27) 石川禎浩 '20世紀初頭の中国における“黄帝"熱
排満・肖像・西方起源説一一JW二十世紀研究』第3
号. 2002年12月. 16-17頁。
28) 片山前掲「“広東人"誕生・成立史の謎をめぐって」。
29) 史料2 1908年刊『新会郷土志輯稿』七-氏族。，(前
略)自i莫迄唐，北人南徒者，亦遂依山棲集，久之遂同
(80頁ヘ続く)
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